

















































































































































































































































































































































































位相を検出しようとしているわけである（津田 2011, p. 69）。
　竹中均は柳宗悦の二元論批判の問題を彼の民藝理論の特徴


















になるというのであろうか。（熊倉編 1987, pp. 106-107）
柳宗悦は寂庵が一切を心の問題として取り扱っていると批判
し、「何故物に即して心を扱わぬのであろうか」と疑問を呈
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